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早
乙
女
の
笑
顔
で

伝
統
を
守
る

"豊
か
さ
"を
み
ん
な
で
育
む
　
市
民
力
都
市
・
三
豊

（
鉾
八
幡
宮
お
田
植
え
祭
）
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保健・相談

みとよ写真帳 ／ 編集後記

市制施行10周年記念式典を開催しました

夏イベント情報

図書館はあなたのもの

みとよHOT ほっとNEWS（ホットニュース）

ここ笑み通信 ～子育てするなら三豊が一番！～

’s  深読みひろば

’s Information　みとよくらしのおしらせ①

’s Information　みとよくらしのおしらせ②

7月のお知らせ

参議院議員通常選挙 ／ 市職員募集 ／ 確定申告相談アンケート ／ 
国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険のお知らせ ／ 
健康課からのお知らせ ／ 介護保険負担限度額認定証の更新

成人式スタッフ募集 ／ 滝口政季九段指導碁 ／ 文書館夏期企画展 ／ 
小学生水泳教室 ／ 東京行き高速バス ／ 紙類・布類の持ち込み回収 ／ 
国民年金 ／ 健康診査・がん検診

募集 ／ 相談 ／ 講座 ･教室 ／ イベント ／ 納税のお知らせ ／ 
マリンウェーブ情報 ／ 国際交流協会

じんけん探訪 ／ 少年育成センター

おもしろ園外保育紹介 ／　　  's  Smile ふぉとぎゃらりぃ ／
ウィズの会 ／ 乳幼児健診　など
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五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
、
毎
年
6
月
初
旬
に
行
わ
れ
て

い
る
鉾
八
幡
宮
お
田
植
え
祭
。
現
在
の
年
番
制
度
を
用
い

て
お
田
植
え
祭
を
行
い
始
め
た
の
は
、
昭
和
26
年
。
財
田

町
内
を
8
地
区
に
分
け
、
持
ち
回
り
で
献
穀
田
を
受
け

持
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
6
月
5
日
に
朝あ

そ

だ

早
田
地
区

雉き

じ

お

子
尾
自
治
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
庭
　
て
い
じ
ょ
う上
祭
で
お
祓
い
を

受
け
た
後
、
献
穀
田
で
畔あ

ぜ

豆
ま
き
や
植
え
初
め
の
儀
式
を

行
い
、
獅
子
舞
の
太
鼓
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
7
人
の
早

乙
女
が
伝
統
的
な
手
法
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
植
え
付
け

て
い
き
ま
し
た
。

今
回
、
早
乙
女
を
務
め
た
大
西
千
里
さ
ん
は
、「
早
乙
女

を
す
る
こ
と
で
、
懐
か
し
い
人
に
も
会
え
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
お
田
植
え
祭
に
参
加
で
き
る
な
ん
て
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
地
元
の
歴

史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
、
も
っ
と
深
く
お
田
植

え
祭
の
ル
ー
ツ
が
知
り
た

く
な
り
ま
し
た
」
と
、
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
田
植
え
祭
の
主
役
は

早
乙
女
で
す
が
、
田
植
え

を
補
佐
す
る
田た

び
と人
や
献
穀

田
で
よ
く
見
ら
れ
る
鳥
居

や
竹
柵
な
ど
の
準
備
は
、

頭と
う
も
と元
を
中
心
に
自
治
会
の

皆
さ
ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
川
上
地
区
。
早

乙
女
の
笑
顔
の
裏
に
は
、

自
治
会
皆
さ
ん
の
支
え

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

伝
統
を
守
り
継
い
で
い

き
ま
す
。

表 紙

三豊市の人口 ※平成28年6月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による世帯数 22,899 世帯（+27） 総人口 65,097 人（-52） 男 31,079 人（-65） 女 34,018 人（+13）

英語で
おお・・もも・・てて・・なな・・しし
夏といえば、祭りの季節！
三豊市でも各地域で、特色のある祭りが開催
されます。ゆかたを来て、屋台をめぐって、花
火を見て…。日本特有の祭りの楽しみ方を英
語で説明してみましょう。

【日本語】
この祭りは○○といいます。
浴衣を着て、屋台を巡ります。
花火は８時３０分から始まります。
マリンウェーブから花火を見るのは
おすすめです。楽しんでください！

This festival is called ○○.

We wear yukata and eat food.

The fi reworks start at 8:30.

You should watch them from 

Marine Wave. Have fun!

ディス

ウィ

ザ

ユー

マリン ハブ ファンウェーブ

シュッド ウォッチ ゼム フロム

ファイヤーワークス スタート アット エイトサーティ

ウェア ユカタ アンド イート フード

イズ コールドフェスティバル

4

は

un!
ファン

三
豊
市
市
制
施
行
10
周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
28
年
5
月
28
日
に
市
制
施
行
10
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
永
年
、
市

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
三

豊
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
、
お
よ
び

感
謝
状
の
贈
呈
を
し
ま
し
た
。

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
合
併

前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
、
合

併
後
も
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
人
た

ち
で
す
。

ま
た
、
記
念
式
典
で
は
、
和
太
鼓
集
団

響お
と
や屋
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
フ
ィ
ナ

ー
レ
に
は
、
市
出
身
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
藤
岡
友
香
さ
ん
と
吹
奏
楽
団
（
高

瀬
中
学
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
・
詫
間
町
吹
奏

楽
団
）、
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
合
唱
団
が
共
演

し
、
市
の
歌
『
七
宝
の
か
ぜ
』
を
合
唱
し

ま
し
た
。
他
に
も
、
市
制
施
行
10
周
年
を

記
念
し
て
作
成
し
た
P
R
動
画
「
よ
う
こ

そ　

み
と
よ
」
の
上
映
や
、
市
の
未
来
を

担
う
市
内
の
中
学
生
2
人
に
よ
る
将
来
の

三
豊
に
つ
い
て
の
作
文
発
表
も
あ
り
ま
し

た
。

平
成
18
年
1
月
1
日
、高
瀬
町
、山
本
町
、三
野
町
、豊
中
町
、詫
間
町
、

仁
尾
町
、
財
田
町
の
7
町
が
合
併
し
、
三
豊
市
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
10
年　
　
　

。

七
宝
の
か
ぜ

讃
岐
の
峰
よ
り
さ
す
朝
日

め
ぐ
る
季
節
の
彩
り
を

緑
の
大
地
に
映
し
出
す

こ
の
ま
ち
で
出
会
い
、
こ
の
ま
ち
で
語
る

笑
顔
溢
れ
る
人
の
和
に　

水
と
緑
の
故
郷
は

輝
く
未
来
に
の
び
る
ま
ち

一
、二

、三
、 紫

雲
出
の
山
に
瀬
戸
の
風

行
き
交
う
小
舟
の
白
波
に

歴
史
と
文
化
の
花
薫
る

こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ
、
こ
の
ま
ち
で
育
つ

包
ん
で
く
れ
る
や
さ
し
さ
に　

水
と
緑
の
故
郷
は

輝
く
希
望
が
開
く
ま
ち

三
豊
の
大
地
を
潤
し
て

黄
金
な
り
き
稲
穂
ら
も

祭
り
の
太
鼓
に
と
き
め
い
て

こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
、
こ
の
ま
ち
に
集
う

ひ
び
く
音
色
も
高
ら
か
に　

水
と
緑
の
故
郷
は

輝
く
文
化
が
育
つ
ま
ち

明
日
に
向
か
っ
て
の
び
る
ま
ち

作
詞
・
関　

 

秀
明

作
曲
・
中
西 

圭
三

編
曲
・
小
西 

貴
雄
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表
彰
者
・
感
謝
状

　
　
　

贈
呈
者
名
簿

今
回
、受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、功
労
表
彰
者
1
2
4
人
、

感
謝
状
贈
呈
者
62
人
で
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
議
会
議
員
と
し
て

　

地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力

功
労
表
彰

感
謝
状

◆
永
康
病
院
長
と
し
て

　

地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力

◆
保
護
司
と
し
て

　

社
会
福
祉
の
振
興
に
尽
力

◆
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
長
と

し
て
教
育
文
化
の
振
興
に
尽
力

◆
寄
附
に
よ
る
貢
献

◆
市
政
の
振
興
発
展
に
貢
献

◆
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
補
導
員

会
長
と
し
て
教
育
文
化
の
振

興
に
尽
力

◆
消
防
団
員
と
し
て

　

防
災
活
動
に
尽
力

◆
校
医
と
し
て

　

教
育
文
化
の
振
興
に
尽
力

◆
学
校
薬
剤
師
と
し
て

　

教
育
文
化
の
振
興
に
尽
力

◆
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

教
育
文
化
の
振
興
に
尽
力

金
子　

辰
男　

（
山
本
町
）

岩
田　

秀
樹　

（
三
野
町
）

詫
間　

政
司　

（
豊
中
町
）

大
橋　

良
男　

（
山
本
町
）

藤
田　

繁　
　

（
豊
中
町
）

前
川　

和
昭　

（
高
瀬
町
）

山
地　

宏　
　

（
仁
尾
町
）

近
藤　

貢　
　

（
財
田
町
）

香
川　

努　
　

（
高
瀬
町
）

安
藤　

憲
章　

（
山
本
町
）

森　
　

德
義　

（
豊
中
町
）

金
丸　

勉　
　

（
豊
中
町
）

内
田　

善
仁　

（
詫
間
町
）

坂
田　

知
己　

（
高
瀬
町
）

植
岡　

澤
江　

（
仁
尾
町
）

安
藤　

曻　
　

（
財
田
町
）

佐
藤　

壽
男
（
観
音
寺
市
）

浅
野　

雄
嗣　

（
仁
尾
町
）

岡
田　

篤
典　

（
仁
尾
町
）

多
田　

豊
子　

（
詫
間
町
）

要　
　

潤　
　

（
東
京
都
）

馬
渕　

英
里
何
（
東
京
都
）

山
田　

要　
　

（
詫
間
町
）

み
と
よ
ん

小
川　

秀
興　

（
東
京
都
）

佐
名
木　

定
夫
（
大
阪
府
）

山
田　

健
二　

（
詫
間
町
）

粟
島
ふ
る
さ
と
劇
団（
詫
間
町
）

白
川　

キ
ク
ヱ
（
豊
中
町
）

上
高
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

タ
ン
ポ
ポ
の
会
（
豊
中
町
）

下
高
瀬
小
学
校

す
こ
や
か
会
議
（
三
野
町
）

タ
ブ
の
木
会　

（
財
田
町
）

ち
ち
ぶ
の
会　

（
仁
尾
町
）

中
野　

雅
俊　

（
山
本
町
）

上
小
ふ
る
さ
と
の
会

　
　
　
　
　
　

（
高
瀬
町
）

詫
間
校
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
会

（
詫
間
町
）

勝
間
校
区
子
ど
も
を
守
る
会

（
高
瀬
町
）

武
田　

義
博　

（
三
野
町
）

三
﨑　

康
正　

（
高
瀬
町
）

山
路　

雅
弘　

（
高
瀬
町
）

岡
井　

常
雄　

（
高
瀬
町
）

小
山　

進　
　

（
高
瀬
町
）

小
山　

敏　
　

（
高
瀬
町
）

大
西　

利
則　

（
高
瀬
町
）

真
鍋　

好
史　

（
高
瀬
町
）

入
江　

悟　
　

（
高
瀬
町
）

金
子　

忍　
　

（
高
瀬
町
）

鴻
池　

賢
二　

（
高
瀬
町
）

小
山　

民
紀　

（
高
瀬
町
）

三
好　

祐
二　

（
高
瀬
町
）

前
川　

喜
代
志
（
高
瀬
町
）

山
下　

幸
成　

（
高
瀬
町
）

藤
村　

敬　
　

（
高
瀬
町
）

小
笠
原　

毅　

（
高
瀬
町
）

丸
岡　

正
徳　

（
高
瀬
町
）

奈
尾　

政
厚　

（
高
瀬
町
）

奈
尾　

修　
　

（
高
瀬
町
）

白
川　

俊
光　

（
山
本
町
）

近
藤　

導
弘
（
観
音
寺
市
）

田
中　

大
一
朗
（
仁
尾
町
）

小
林　

英
夫　

（
詫
間
町
）

宮
嵜　

信
男　

（
三
野
町
）

　

川　

修
司　

（
豊
中
町
）

香
川　

彰
宏　

（
高
瀬
町
）

大
平　

香
代
子
（
山
本
町
）

松
岡　
　

利　

（
三
野
町
）

前
田　

洋
江　

（
三
野
町
）

森　
　

貞
夫　

（
豊
中
町
）

徳
重　

美
樹　

（
詫
間
町
）

河
田　

紀
夫　

（
詫
間
町
）

植
岡　

順
二　

（
詫
間
町
）

増
田　

幸
司　

（
詫
間
町
）

白
川　

貴
久　

（
詫
間
町
）

三
井　

浩
一　

（
仁
尾
町
）

河
田　

進　
　

（
仁
尾
町
）

藤
田　

安
良　

（
山
本
町
）

門
脇　

庄
二
郎
（
山
本
町
）

片
桐　

伸
尚　

（
山
本
町
）

黒
川　

清
一　

（
山
本
町
）

久
保
田　

眞
司
（
山
本
町
）

山
本　

周
作　

（
山
本
町
）

德
永　

正
典　

（
山
本
町
）

大
西　

歳
治　

（
山
本
町
）

岩
倉　

英
明　

（
山
本
町
）

藤
川　

等　
　

（
山
本
町
）

森
川　

謙
二　

（
山
本
町
）

綾　
　

則
行　

（
三
野
町
）

三
木　

尊
由　

（
三
野
町
）

藤
田　

裕
憲　

（
三
野
町
）

塩
田　

真
司　

（
三
野
町
）

石
井　

勢
三　

（
三
野
町
）

古
市　

雅
之　

（
三
野
町
）

藤
岡　

正
高　

（
三
野
町
）

新
延　

和
敏　

（
三
野
町
）

小
野　

順　
　

（
豊
中
町
）

川
人　

信
義　

（
豊
中
町
）

田
渕　

繁
和　

（
豊
中
町
）

十
川　

精
演　

（
豊
中
町
）

千
秋　

浩
幸　

（
豊
中
町
）

矢
野　

直
樹　

（
豊
中
町
）

安
藤　

真
弥　

（
豊
中
町
）

西
山　

浩
二　

（
詫
間
町
）

池
田　

和
由　

（
詫
間
町
）

百
　々

司　
　

（
詫
間
町
）

宮
武　

幸
伸　

（
詫
間
町
）

伊
藤　

幸
洋　

（
詫
間
町
）

開
口　

雅
彦　

（
詫
間
町
）

山
下　

高
司　

（
詫
間
町
）

武
内　

光
德　

（
詫
間
町
）

西　
　

武
志　

（
詫
間
町
）

横
山　

伸
二　

（
詫
間
町
）

藤
井　

真
一　

（
詫
間
町
）

渡
邊　

学　
　

（
詫
間
町
）

竹
安　

和
人　

（
詫
間
町
）

濱
上　

靖　
　

（
詫
間
町
）

佐
藤　

久
志　

（
詫
間
町
）

高
島　

和
也　

（
詫
間
町
）

髙
崎　

昭
信　

（
詫
間
町
）

倉
本　

和
幸　

（
仁
尾
町
）

林　
　

正
樹　

（
仁
尾
町
）

小
林　

豊
明　

（
仁
尾
町
）

喜
田　

茂
浩　

（
仁
尾
町
）

河
田　

匡
昭　

（
仁
尾
町
）

畠
山　

敏
和　

（
仁
尾
町
）

圖
子　

浩　
　

（
財
田
町
）

林
倉　

昌
昭　

（
財
田
町
）

多
田　

賢
広　

（
財
田
町
）

近
藤　

和
弘　

（
財
田
町
）

丸
岡　

朗　
　

（
財
田
町
）

矢
野　

弘　
　

（
財
田
町
）

岡
﨑　

学　
　

（
財
田
町
）

髙
橋　
　

二　

（
財
田
町
）

近
藤　

裕
茂　

（
財
田
町
）

藤
井　

正
敏　

（
財
田
町
）

矢
野　

英
司　

（
財
田
町
）

三
野　

浩
明　

（
財
田
町
）

川
原　

勝
司　

（
財
田
町
）

佐
々
木　

茂　

（
財
田
町
）

福
岡　

保
則　

（
財
田
町
）

秋
山　

均　
　

（
高
瀬
町
）

地
藤　

勇　
　

（
高
瀬
町
）

小
野　

俊
明　

（
高
瀬
町
）

大
西　

司　
　

（
山
本
町
）

森　

敏
明　
　

（
山
本
町
）

藤
田　

栄
治　

（
山
本
町
）

橋
田　

英
典　

（
山
本
町
）

豊
田　

茂　
　

（
山
本
町
）

綾　
　

章
臣　

（
三
野
町
）

三
好　

政
広　

（
三
野
町
）

舩
橋　

繁
伸　

（
豊
中
町
）

入
江　

誠　
　

（
詫
間
町
）

水
口　

英
樹　

（
詫
間
町
）

眞
鍋　

晶
共　

（
仁
尾
町
）

大
矢　

哲
也　

（
財
田
町
）

星
川　

和
良　

（
財
田
町
）

◆
三
豊
市
発
足
に
貢
献

眞
鍋　

昌
年　

（
仁
尾
町
）

渡
辺　

勝
見　

（
財
田
町
）

谷
口　

順
一　

（
三
野
町
）

眞
鍋　

時
敏　

（
詫
間
町
）

秋
山　

八
美　

（
高
瀬
町
）

藤
田　

雅
久　

（
豊
中
町
）

河
田　

通　
　

（
仁
尾
町
）

藤
川　

文
夫　

（
財
田
町
）

宝
城　

明　
　

（
三
野
町
）

吉
賀　

稔　
　

（
詫
間
町
）

髙
木　

三
重
子
（
高
瀬
町
）

石
井　

伸
吾　

（
高
瀬
町
）

白
川　

武　
　

（
山
本
町
）

黒
川　

道
久　

（
山
本
町
）

田
中　

才
子　

（
山
本
町
）

渡
邊　

忠
美　

（
豊
中
町
）

牧　
　

勤　
　

（
豊
中
町
）

藤
田　
　

廣　

（
豊
中
町
）

矢
野　

康
江　

（
豊
中
町
）

菅　
　

善
明　

（
仁
尾
町
）

三
宅　

美
栄
子
（
仁
尾
町
）

塩
田　

当
弘　

（
仁
尾
町
）

大
西　

章
博　

（
財
田
町
）

甲
野　

泰
男　

（
財
田
町
）

長
谷
川
美
喜
子
（
財
田
町
）

丸
岡　

正
行　

（
三
野
町
）

岩
田　

裕
之　

（
三
野
町
）

藤
田　

邦
子　

（
三
野
町
）

安
藤　

嘉
文　

（
詫
間
町
）

田
尾　

雄
彦　

（
詫
間
町
）

冨
山　

マ
ユ
ミ
（
詫
間
町
）

写
真
で
見
る
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典



62016年7月広報

図書館は
あなたのもの
インターネットなどが普及し、欲しい情報はいつでも
どこでも簡単に手に入るようになりました。でも、情
報や知識を得るだけでなく、いろんな人と交流したい、
イベントに参加して楽しみたい…。そんなときは、図
書館に行ってみませんか？

知
っ
て
い
ま
す
か

　
　
　
　

図
書
館
の
こ
と

公
立
図
書
館
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
だ
れ
で
も
自
由
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
は

図
書
館
が
６
つ
、
図
書
室
が
１
つ
あ
り
、

大
勢
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
に
、

本
の
貸
し
出
し
が
あ
り
ま
す
。
三
豊
市

立
図
書
館
の
蔵
書
数
は
、
平
成
27
年

３
月
31
日
現
在
で
３
７
７,
６
１
８
冊
。

高
松
市
、
丸
亀
市
に
次
い
で
県
下
第
３

位
で
す
。
ま
た
、
図
書
貸
し
出
し
人
数

は
７
７,
０
０
３
人
で
県
下
第
４
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
個
人
の
図
書
貸
し
出
し
数
は

平
成
22
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続
け

て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。
ま
た
、

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
一
人

当
た
り
の
年
間
図
書
貸
し
出
し
数
は
約

5
・
3
冊
で
、
県
下
第
８
位
と
な
っ
て

い
ま
す
（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

こ
れ
を
見
る
と
、
蔵
書
数
は
多
い
け

れ
ど
、
貸
し
出
し
数
は
決
し
て
多
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

図
書
館
っ
て 

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

本
の
貸
し
出
し
以
外
に
、
図
書
館
で

は
次
の
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

●
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
必
要
と
す
る
情
報
や
資
料

を
ス
タ
ッ
フ
が
検
索
し
、
提
供
し
ま
す
。

●
リ
ク
エ
ス
ト
・
予
約

利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
他
の
図
書

館
か
ら
本
を
借
り
た
り
、
本
が
な
い
場

合
は
購
入
し
た
り
し
ま
す
。
新
刊
は
、

７
館
で
年
間
約
８,
０
０
０
冊
購
入
し

て
い
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト

お
は
な
し
会
、
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
市
、

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
、
ア
ニ
メ
映
画
会
な

ど
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
移
動
図

書
館
ひ
ま
わ
り
号
（
高
瀬
町
）
に
よ
る

本
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
楽
し
も
う

図
書
館
は
本
と
の
出
会
い
の
場
所
で

す
。
小
説
、
絵
本
、
図
鑑
、
実
用
書
、

郷
土
資
料
、
雑
誌
…
。
読
み
た
い
本
や

欲
し
い
情
報
が
す
ぐ
手
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
の
時
間
を
楽
し
む
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
好
き
な
本
や
雑
誌
を

手
に
取
り
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
心
身
と
も
に
癒
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え

る
場
所
で
す
。
利
用
者
同
士
の
交
流
、

ス
タ
ッ
フ
と
の
触
れ
合
い
…
。
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
新
た
な
「
人
と
の
つ
な
が

り
」
が
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
図
書
館
に
行
く
の
が
め
ん
ど
う
だ

か
ら
」「
あ

ま
り
本
を
読

ま
な
い
か

ら
」
と
、
敬

遠
し
て
い
る

あ
な
た
。

一
度
、
図

書
館
に
足
を

運
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
き

っ
と
す
て
き

な
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま

す
よ
。

●ブックスタート
　赤ちゃんと保護者が、絵本を介して心触れ
合う時間を持てるよう、絵本や子育てアドバ
イス集などが入った「ブックスタートパック」
をお贈りしています。

●読書通帳
　読書意欲を高めてもらうことを目的に、借
りた本の履歴が預金通帳のように記入できる
「読書通帳」を配布しています。読んだ感想な
ど、たくさんの知識や感動を貯めていくこと
ができます。

7月23日（土）　午前10時30分～
高瀬町図書館

①7月27日（水）　②8月3日（水）
いずれも午前10時～
豊中町図書館
①英語のおはなし会
②おはなし会とマジックショー

7月31日（日）　午前10時～正午
三野町文化センター
小学生の親子10組（事前に申し込んでください）
※マイバッグの材料費が必要です。

※プラ板キーホルダーづくりは正午までです。

7月30日（土）　午前10時～午後3時
仁尾町文化会館
ミュージックレンジャーと遊ぼう、おはな
し会、仁尾カルタ大会、缶バッジづくりなど

8月3日（水）　午後2時～3時
詫間町図書館

8月6日（土）　午前10時30分～
高瀬町図書館
簡単な工作（どっかん花火を作ります）

図書館あれこれ 平成27年3月31日現在

◆蔵書数
　一般書　　239,942冊
　児童書　　137,676冊
　視聴覚資料　 8,856点

◆年間図書貸し出し数
　個人　　　369,030冊
　団体　　　　12,018冊

◆図書館利用カード登録者
　個人　　26,377人
　団体　　　124団体
　登録率　　　37.8％
（観音寺市48.9％、丸亀市50.2％）

※団体とは各学校、放課後児童クラブなどです。

高瀬町図書館　☎72－5631 山本町図書館　☎63－1041
三野町図書館　☎73－3121 豊中町図書館　☎62－6430
詫間町図書館　☎83－6828 仁尾町図書館　☎56－9565 財田町公民館図書室　☎67－0108

図書貸し出し数住民一人当たりの年間図書貸し出し数

平
成
18
年
度

宇
多
津
町

三
豊
市

観
音
寺
市

坂
出
市

高
松
市

ま
ん
の
う
町

丸
亀
市

土
庄
町

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

（冊）（冊）
410,000

350,000

360,000

370,000

380,000

390,000

400,000

12.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

グラフ①グラフ②

個人 団体

約
5.3
冊

午前9時 30分～午後6時 毎週月曜日（祝日は開館）、12月28日～翌年1月3日、図書整理日（毎月末日）、
資料特別整理期間（事前にお知らせします）

開館時間 休 館 日

カードを作ってカードを作って
みんなで図書館へみんなで図書館へ
行こう！行こう！

【平成26年度 四国の公共図書館調査より】
【生涯学習課調べ】

田中 温
あ つ み

見さん
（山本町）

子どもたちに本を読んでほしくて、読書
通帳を利用するようになりました。上の子
（小３）は、本の記録が貯まるのがうれしく
て、自発的に書いています。
人生、本があると楽しいですよ。
夏休みになるので、読書通帳を
利用して、どんどん本
を読んでほしいと
思います。

こ ん な こ と も し て ま す

▼問い合わせは各図書館まで
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10分以内
38.5%

10～20分
38.1%

20～40分
11.8%

40～60分
1.1%

1時間以上0.3%

未回答
10.3%

未回答5.2%その他
2.2%

７会場
53.2%

３会場
35.8%

１会場
3.6%

Information' s
くらしのおしらせみとよ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▲

問い合わせ　税務課　☎73－3006　

▲

問い合わせ　市選挙管理委員会　☎73－3000

公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、選
挙
権
年
齢

が
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

投
票
日
時　

7
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
7
時
〜
午
後
8
時

　
　
　
　
　
（
島
し
ょ
部
は
、
午
前
7
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
6
時
）

投
票
場
所　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た　

　
　
　
　
　

場
所

開
票
日
時　

7
月
10
日
（
日
）
午
後
9
時
〜

開
票
場
所　

市
総
合
体
育
館

　

今
回
の
選
挙
は
、
国
政
を
託
す
私
た
ち
の
代

表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
候
補
者
の
主

義
・
主
張
を
十
分
見
極
め
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

用
務
が
あ
る
人
、
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投

票
区
の
区
域
外
に
出
か
け
る
人
、
病
気
な
ど
で

歩
行
が
困
難
な
人
な
ど
、
一
定
の
事
由
に
該
当

す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

　

選
挙
権
の
あ
る
人
は
、
次
の
い
ず
れ
の
期
日

前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

場
所
に
よ
っ
て
開
設
期
間
が
異
な
る
た
め
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

転
入
し
て
き
た
ば
か
り
で
三
豊
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
旧
住
所
地

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
旧
住

所
地
の
選
挙
人
と
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

【
試
験
区
分
】

・
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士　
　
　
　
　

10
名
程
度

・
一
般
行
政
事
務

（
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
定
住
者
）
若
干
名

・
一
般
行
政
事
務

（
自
己
ア
ピ
ー
ル
定
住
者
）
若
干
名

・
一
般
行
政
事
務

（
身
体
障
が
い
者
対
象
）　

若
干
名

・
一
般
行
政
事
務

（
高
校
卒
業
）　
　
　
　
　

若
干
名

第
一
次
試
験
日

　

9
月
18
日
（
日
）

試
験
場
所

　

受
験
票
送
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

　

7
月
25
日（
月
）〜
8
月
5
日（
金
） 

　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

提
出
場
所

　

人
事
課
（
郵
送
可
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
8
月
5
日
（
金
）

　

必
着

受
験
申
込
書
・
募
集
要
項

　

人
事
課
お
よ
び
各
支
所
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
受

験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
票
日
時

投
票
場
所

開
票
日
時

開
票
場
所

第
一
次
試
験
日

申
し
込
み
期
間

試
験
場
所

提
出
場
所

募
集
人
員

受
験
申
込
書
・
募
集
要
項

確
定
申
告
相
談
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
の
確
定
申
告

相
談
は
、
開
催
場
所
を
昨
年
の
7
会
場
（
旧
町

単
位
）
か
ら
３
会
場
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
こ
れ
か
ら
の
申
告
相
談
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
3
，8
7
0
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た（
来
場
者
数
8
，
3
1
3
人
、
回
答
数

3
，8
7
0
人
、
回
答
率
46・6
％
）。

　

今
回
そ
の
結
果
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

質
問
①　
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
の
所
要
時
間
を

　
　

教
え
て
く
だ
さ
い

質
問
②　
今
後
の
申
告
会
場
に
つ
い
て
、

　
　

ど
の
よ
う
な
体
制
を
希
望
し
ま
す
か

○
日
程
表
の
地
区
割
り
・
自
治
会
割
り
に
つ
い
て

　

指
定
さ
れ
た
日
が
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
他
の

日
に
来
場
で
き
ま
す
。

○
混
雑
の
緩
和
に
つ
い
て

　

午
前
中
（
特
に
朝
一
番
）
は
混
雑
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
少
し
ゆ
っ
く
り
ご
来
場
い
た
だ
く
と

比
較
的
空
い
て
い
ま
す
。

○
年
金
の
み
の
所
得
の
人
に
つ
い
て

　

収
入
が
年
金
の
み
で
4
0
0
万
円
以
下
の
人

は
、
申
告
が
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
還
付
を
受

け
る
場
合
や
所
得
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
場
合

は
必
要
で
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
事
前
に
税
務

課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、「
会
場
が
遠
い
」

「
待
ち
時
間
が
長
い
」
と
い
う
意
見
が
多
数
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、「
思
っ
て
い
た

よ
り
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
表
①
の
よ
う
に
、
来
場
者
数
は
前
年

に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、『
会
場
の
混
雑

の
緩
和
』
は
重
要
な
検
討
課
題
で
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
の
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
税
務
署
と

の
調
整
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
の
申
告
相
談
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

確定申告相談のアンケート結果をお知らせします 7月10日は参議院議員通常選挙の投票日ですお知らせ

三豊市職員を募集します ▲

申し込み・問い合わせ　人事課　☎73－3002

募集

注目！

会場別人数

町別人数

町別人数（前年）

前年比（％）

高瀬

2,974

1,899

2,030

93.5

1,075

1,225

87.8

1,959

2,016

97.2

730

818

89.2

1,354

1,424

95.1

772

878

87.9

524

657

79.8

2,689 2,650 8,313

8,313

9,048

91.9

三野 詫間 仁尾 豊中 山本 財田 合計

詫間福祉センター
１階第１会議室

山本庁舎１階
市民ギャラリー

市役所西館
大会議室

期日前投票所を
設ける場所 期　　間 時　　間

6月23日(木)
～7月9日(土)

７月７日(木)
～7月9日(土)

午前8時30分

～

午後８時

お知らせ

表①　申告相談来場者数

希望する申告会場体制

会場までの所要時間
　

期
日
前
投
票
の
た
め
の
「
投
票
用
紙
等
請

求
書
兼
宣
誓
書
」
を
投
票
所
入
場
券
の
裏
面

に
印
刷
し
て
い
ま
す
。
期
日
前
投
票
を
さ
れ

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
事
項
を
記
入

し
て
期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

～ まず一票　18からの　意思表示 ～

（人）

ス
ム
ー
ズ
な
申
告
相
談
を
目
指
し
て
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みとよくらしのおしらせ
Information' s

国民健康保険・介護保険・
　　後期高齢者医療保険のお知らせ ▼問い合わせ　【税金・保険料】税務課　☎ 73－3006　　【被保険者証・限度額適用認定証】健康課 ☎ 73－3014

くらし

計算方法 医療分
（加入者全員）

後期高齢者
支援分

（加入者全員）

介護分
（40歳～64歳）

所得割
（前年の総所得金額-
基礎控除33万円）
×税率

７．０％ 1．5％ 1．5％

資産割 土地及び家屋にかかる
固定資産税額×税率 21．0％ 5．0％ 4．0％

均等割 加入者の人数×税額 1人につき
26,000円

1人につき
6,000円

1人につき
6,000円

平等割 １世帯あたりの税額 26,000円 6,000円 6,000円

課税限度額 540,000円 190,000円 160,000円

区　分 食事代
（1食あたり）

1か月の自己負担限度額

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

一　般 360 円 12,000 円 44,400 円

区分Ⅱ

過去１年の
合計入院日数が
90日以内の場合

210 円

8,000 円
24,600 円

過去１年の
合計入院日数が
91日以上の場合

160 円

区分Ⅰ 100 円 15,000 円

国民健康保険税の納税通知書を
7月上旬に送付します
◆納税義務者は世帯主
世帯主が国保に加入していなくても、同一世帯に国保加入者がいれ
ば、納税通知書は世帯主に送られます。

◆計算方法
国保税は、「医療分」「後期高齢者支援分」「介護分」ごとに計算した「所

得割額」「資産割額」「均等割額」「平等割額」を合算して、世帯ごとに
算出します。なお、国保加入者が後期高齢者医療制度に移行し、世帯
内の国保加入者が１人になった場合、軽減措置があります。通知書に
記載された額は減額後の税額です。

【平成28年度の国保税率と課税限度額】

◆所得に応じた軽減制度
世帯の所得に応じて、７割、5割、2割の軽減制度があります。また、
65歳未満の非自発的失業者（会社の倒産や解雇、雇用期間満了）に対
する軽減制度もあります。

後期高齢者医療被保険者証
を送付します
現在お持ちの被保険者証は、7月末で有効期限が満了となります。
8月から使用する被保険者証は、県後期高齢者医療広域連合から 7
月 15日（金）以降に、特定記録郵便（黄色の封筒）で送付します。
7月 22日（金）以降、被保険者証が届かない場合は、健康課まで
お問い合わせください。また、有効期限が切れた被保険証は、健
康課または各支所に返還するか、各自で破棄してください。

介護保険料の
納入通知書を7月上旬に

送付します
◆今年度 65 歳になる人は、誕
生日以降に送付します。
◆介護保険料は、介護サービス
にかかる費用を予測して基準額
を決め、それをもとに、対象者
の市民税の課税状況や所得、対
象者の世帯の市民税の課税状況
などに応じて、9段階に分かれ
ています。
この基準額は 3年ごとに見直し
がされており、平成 27 ～ 29
年度の基準額は年額 64,800 円
です。

後期高齢者医療保険料
の納入通知書を

7月中旬に送付します
保険料は、被保険者が等しく負
担する「均等割額」と、被保険
者の平成 27 年中の所得に応じ
て決まる「所得割額」を合算し
て算出します。

国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料
の納め方

年金が年額 18 万円以上の人で、国民
健康保険税と介護保険料の合算額や、後
期高齢者医療保険料と介護保険料の合算
額が年金受給額の 2分の 1を超えない人

仮徴収

4月 6月 8月

前年の所得が確定していないため、
暫定額を天引きします

特別徴収の対象とならない人、市内に転入してきた人、保険料が変
更になった人、年度の途中で制度の対象年齢になった人（介護：65
歳　後期高齢者：75歳）

※全期前納を希望される人は、全ての納付書（8枚綴り）で納めてください。
（全期前納用の納付書は添付されていません）
※１０月支給分の年金から保険税・保険料の天引きが開始される人は、７
～９月は納付書または口座振替で納めてください。

期別 第1期 第2期 第3期 第4期

納期限 8月1日
(月)

8月31日
(水)

9月30日
(金)

10月31日
(月)

期別 第5期 第6期 第7期 第8期

納期限 11月30日
(水)

12月26日
(月)

1月31日
(火)

2月28日
(火)

※口座振替手続きは、「国民健康保険税」「介護保険料」「後期高齢者医療保険料」のそれ
ぞれで必要です。

国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の掛け金は、所得税や住民税の社会保険料控除の対象です。

限度額適用・標準負担額減額認定証について
平成 28年度の住民税が非課税世帯の人は、申請により 8月 1日以降適用の認定証が交付されます。

この認定証を医療機関などの窓
口に提示すると、窓口での一部負
担金や入院時の食事代が減額され
ます。
◆申請に必要なもの
・被保険者証　・印鑑
・本人または世帯員は平成 28 年 1月
1日時点で市内に在住していない場
合、その人の平成 28 年度の非課税
証明書（所得・課税証明書）

※平成 27年度から引き続き対象になる人に
は、7月下旬に新しい認定証を送付しますの
で、申請の必要はありません。ただし、区
分Ⅱの人で新たに 91日以上の入院があった
場合は、再度申請が必要です。

区分Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税で、区分Ⅰに該当しない人
区分Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税で、各所得金額が0円の人（年金所得は控除額を80万円として計算）
※入院日数は、申請月から過去1年以内で、区分Ⅱの認定期間内の日数

年間保険料（限度額57万円）

均等割額

47,300円

所得割額
基礎控除後の
総所得金額等

×
所得割率9.26％

=

+

【計算方法】

年金から天引きされる人
（特別徴収）

納付書または口座振替の人
（普通徴収）

後期高齢者医療

本徴収

10月 12月 2月

確定した額から仮徴収分を差し引いた
額を 3回に分けて天引きします
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「
限
度
額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て

　　
負
担
額
の
減
額
認
定
を
受
け
た
人
に
は
、

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
は

低
所
得
の
人
が
、
介
護
保
険
3
施
設
（
介
護
老

人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
）
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用

す
る
時
に
食
費
や
部
屋
代
の
軽
減
を
受
け
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

す
で
に
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
7
月
中

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
課

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
で
認
定
を
受
け
た
い
人
は
、
介
護
保
険

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
月
か
ら
非
課
税
年
金（
遺
族
年
金
・
障
が

い
年
金
）が
収
入
の
要
件
に
加
わ
り
ま
す

　

今
回
の
改
正
で
は
、
自
宅
で
暮
ら
す
人
、
保

険
料
を
負
担
す
る
人
、
老
齢
年
金
を
受
給
し
て

Information' s
くらしのおしらせみとよ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▲

問い合わせ　介護保険課　☎73－3017　

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　

次
の
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
に
は
、
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
な
ど
、
個
人

番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は

更
新
の
申
請
が
必
要
で
す

　

限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機
関
で
提
示
す

る
と
、
入
院
・
通
院
時
に
窓
口
で
支
払
う
金
額

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
7

月
31
日
（
日
）
ま
で
で
す
。
自
動
更
新
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
人
は
健
康
課
ま
た
は

各
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
証

・
印
鑑

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は

傷
病
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
か
ら
傷
病
を
受
け

た
場
合
も
、
国
保
で
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、「
第
三
者
行
為
に

よ
る
傷
病
届
」
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

交
通
事
故
の
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取

っ
た
り
、
示
談
で
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
国
保

が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
健
康
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
事
故
証
明
書
（
人
身
事
故
用
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

8
月
1
日
か
ら
「
ひ
と
り
親
家
庭
」

「
重
度
心
身
障
が
い
者
」
医
療
費

支
給
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

8
月
診
療
分
か
ら
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
」
お
よ
び
「
重
度
心
身
障
が
い
者
等
医
療
費
」

は
、
県
内
全
域
の
医
科
、
歯
科
、
調
剤
、
訪
問

看
護
で
医
療
機
関
窓
口
で
の
保
険
診
療
自
己
負

担
分
の
支
払
い
が
な
く
な
り
ま
す
（
現
物
支
給
）。

※
接
骨
、
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
で
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
医
療
機
関

窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
い
、
申
請
に
よ

り
医
療
費
を
支
給
し
ま
す
（
償
還
払
い
）。

制
度
変
更
に
伴
う
手
続
き

　

子
ど
も
医
療
（
乳
幼
児
を
除
く
）
の
対
象
で
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
、
重
度
心
身
障
が
い

者
等
医
療
費
の
対
象
者
は
、
資
格
変
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
医
療
費

の
現
物
支
給
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
別
途
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
給
資
格
者
証
に
つ
い
て

　

8
月
1
日
か
ら
使
用
す
る
受
給
資
格
者
証
は

7
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
新
し
い
受
給
資
格

者
証
に
は
現
物
支
給
に
必
要
な
公
費
負
担
者
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
と
き
は
保
険
証
と
併
せ
て
受
給
資
格

者
証
を
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

届
け
出
に
必
要
な
も
の

制
度
変
更
に
伴
う
手
続
き

受
給
資
格
者
証
に
つ
い
て

い
る
人
と
の
公
平
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

食
費
や
部
屋
代
の
負
担
軽
減
措
置
の
利
用
者

負
担
段
階
の
判
定
に
、
非
課
税
年
金
（
遺
族

年
金
・
障
が
い
年
金
）
も
含
め
る
よ
う
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

介護保険負担限度額認定証の更新の時期です くらしくらし 健康課からのお知らせ

・ほかの市区町村の転出証明書
・印鑑

ほかの市区町村から転入してきた
とき

・被扶養者でない理由の証明書
・印鑑

・国保と職場の健康保険の両方の保険証
　（後者が未交付の場合は、加入したこと
　を証明するもの）　・印鑑

・保険証　・印鑑
・在学を証明できるもの（学生証など）

・身分を証明するもの（免許証など）
・印鑑

・職場の健康保険をやめた証明書　・印鑑

・母子健康手帳　・印鑑

・保険証　・印鑑

就学のため、別の住所を
定めるとき

職場の健康保険の被扶養者に
なったとき

保険証を失くしたとき
（汚れて使えなくなったとき）

職場の健康保険をやめたとき

子どもが生まれたとき

ほかの市区町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者から
はずれたとき

国保に加入
するとき

国保を
やめるとき

その他

こんなとき 届け出に必要なもの

対　　　　　象　　　　　者
利 用 者
負担段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

負　担　限　度　額（日額）

負　担　限　度　額　な　し

部　　屋　　代
食費ユニット型

個室
ユニット型
準個室

従来型
個室 多床式

0円 300円820円 490円 490円
（320円）

370円 390円820円 490円 490円
（420円）

370円 650円1，310円 1，310円 1，310円
（820円）

・世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が市町
村民税を課税されていない人で、老齢福祉年金を受給
している人
・生活保護などを受給している人

・世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が市町
村民税を課税されていない人で、上記第２段階以外の
人

・上記以外の人

・世帯の全員（世帯を分離している配偶者
を含む）が市町村民税を課税されていな
い人で、合計所得金額と課税年金収入額と
非課税年金収入額の合計が年間80万
円以下の人

か
つ
、
預
貯
金
な
ど
が

単
身
で
1
，
0
0
0
万
円

（
夫
婦
で
2
，
0
0
0
万
円
）
以
下

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の負担限度額は、（　　）内の金額となります。

平成28年
8月から
変わります

Ｑ
ど
の
よ
う
に

　
　

変
わ
る
の
で
す
か
？

Ａ
利
用
者
負
担
段
階
第
2
段
階
の

　
　

人
に
対
し
て
、
平
成
28
年
8
月

か
ら
非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金
と
障

が
い
年
金
）
収
入
も
含
め
て
判
定
し

ま
す
。

Ｑ
非
課
税
年
金
収
入
が
多
い
場

　
　

合
は
食
費
や
部
屋
代
の
負
担

軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で

す
か
？

Ａ
非
課
税
年
金
を
含
め
た
収
入
が

　
　

80
万
円
を
超
え
る
人
に
つ
い
て

は
、
負
担
限
度
額
が
第
2
段
階
か
ら

第
3
段
階
に
な
り
ま
す
が
、
負
担
軽

減
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

認定証はクリーム色の
ものです



デイリー版ほっとニュースは

市ホームページで

仁尾町の旧邸宅「松賀屋」を一つの村に見立て、建物の
再生と地域の活性化を図る民間プロジェクト「シェアビ
レッジ仁尾」の開村祭が行われました。これから松賀屋は、
全国１, ６００人の「村民」の支えのもと、交流の拠点とし
て活用されていきます。

市指定有形文化財・本山寺五重塔の平成大修理現場見学
会に、市内外から約９００人が訪れました。参加者は、五
重塔の構造や文化財価値を損なわない修理方法などの説明
を受けたあと、二層部分の現場を間近で見学して歴史的建
造物の継承に思いを巡らせました。

参加者は、ガラス棒の先端をバーナーで溶か
し、ピンセットで思い思いの形に成形してマド
ラー作りを体験しました。この日は、木の葉や星、
貝殻などをかたどったマドラーができました。

粟島の形に切り抜いたフェルトの頭と、胴体を組み合わせて作る
アワシマーン星人。皆さん、フェルトの色や飾りを工夫して、個
性的な星人を生み出し、世界で一つのトートバッグに仕上げました。

大蔦島を舞台にしたアウトドアイベント「瀬戸内
DAYOUT２０１６」が開催されました。昨年以上にパワ
ーアップした内容で、参加者はシーカヤックやトレイル
ランニング、ヨガなど、多彩なアクティビティを楽しみ
ました。

芸術家・日比野克彦さんの「瀬戸内海底探査船美術館プロジェクト」
の新しい作品「Re－ ing－A」の制作に向けて、沈没船から海底遺物
（レンガ）の引き揚げを行いました。日比野さんは、水中考古学者の
吉崎さんと一緒に海底調査を行い、今回引き揚げたレンガを使って、
10 月に開催される瀬戸内国際芸術祭 2016 の作品作りを行います。

粟島芸術家村に滞在している２人の作家によるワークショップがそれぞれ行われました。

八田綾子さんによる
「ガラス細工のマドラーづくり」

青木春菜さんによる
「アワシマーン星人の
トートバッグを作ろう」

5／21　松賀屋（仁尾町）21　松賀屋（仁尾町） 6／4・5　本山寺4・5　本山寺

6／11・12　大蔦島11・12　大蔦島

6／14　粟島北沖14　粟島北沖

旧粟島中学校旧粟島中学校

古民家を地域のにぎわいの拠点に 歴史をつなぐ五重塔の修理現場を公開

自然いっぱいの無人島で
アウトドア・アクティビティを満喫

海底に眠るレンガが
瀬戸芸の作品によみがえる

芸術家村のワークショップでアート体験♪

海底に沈んだレンガを
船に引き揚げました

（左）水中考古学者の吉崎伸さん、
（右）芸術家の日比野克彦さん

HHaaddaasshhii R Ruunn

SSeea a KKaayyaakk

SSuupp

FFoooodd&&BBeeeerr

青空の下で、
肉もっそとケニアビール
最高です！

れ - い ん - が

5/
28

5/
21

で
き
あ
が
り
！

青木さん（左）が
アワシマーン星
人をバッグに貼
ってくれました

作り方を
アドバイスする
八田さん

集中してガラス棒をバーナーで　
溶かします

作品の中には
ヒトデ型のマドラーも

ガ
ラ
ス
の
色
の
変
化
を

見
極
め
る
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
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た
く
ま
シ
ー
マ
ッ
ク
ス
の
ス
イ
ミ

ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
優
し

く
水
泳
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
時
・
場
所

　

8
月
2
日
（
火
）
〜
4
日
（
木
）

　

の
3
日
間

　

高
瀬
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

財
田
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

対
象泳

ぎ
に
自
信
の
な
い
小
学
1
〜

3
年
生

参
加
費　

９
０
０
円
（
3
日
分
の
保

険
代
お
よ
び
プ
ー
ル
利
用
料
を

含
む
）

定
員　

各
海
洋
セ
ン
タ
ー
先
着
50
名

申
し
込
み　

各
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
参
加
費
と
合
わ
せ
て

希
望
す
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
教
室
中
の
け
が
な
ど
は
、
主
催
者

側
で
加
入
す
る
保
険
の
範
囲
内

で
対
応
し
ま
す
。

そ
の
他
に
つ

い
て
は
、
主

催
者
側
で
は

責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
。

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
の
ド
リ
ー

ム
高
松
号
（
観
音
寺
・
高
松
〜
バ
ス
タ

新
宿
・
東
京
間
）
が
7
月
15
日
（
金
）

か
ら
『
三
豊
市
役
所
』
バ
ス
停
留
所
に

停
車
し
ま
す
。

運
賃　

5
’9
0
0
円
〜
1
1
’7
0
0
円

※
利
用
す
る
時
期
に
よ
り
運
賃
が
異
な

　

り
ま
す
。

※
予
約
や
空
席
、
運
賃
の
照
会
は
ジ
ェ

　

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
（
株
）

　

☎
0
8
7（
8
2
5
）1
6
5
7
ま
で

日
時　

7
月
24
日
（
日
）　

　
　
　

午
前
7
時
〜
9
時

場
所　

各
町
の
持
ち
込
み
場
所

品
目
と
出
し
方

　

新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙

パ
ッ
ク
は
、
品
目
ご
と
に
紙
ひ
も

で
十
字
に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

布
類
は
、
透
明
ま
た
は
半
透
明

の
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

Information' s
くらしのおしらせみとよ

▲

問い合わせ　生涯学習課　☎73－3135

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
。
式
に
出

席
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
画
か
ら
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
心
に
残
る
成

人
式
を
み
ん
な
で
一
緒
に
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

開
催
予
定
日

　

平
成
29
年
１
月
8
日
（
日
）

応
募
資
格

　

平
成
29
年
の
三
豊
市
成
人
式
対
象

者
（
平
成
8
年
4
月
2
日
〜
平
成
9

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
で
、
式
の
企

画
や
運
営
に
参
加
で
き
る
人

ス
タ
ッ
フ
会

　

式
ま
で
の
間
、
毎
月
１
回
、
１
〜

２
時
間
程
度
の
ス
タ
ッ
フ
会
を
開
催

し
ま
す
。
初
回
は
９
月
上
旬
の
予
定

で
す
。

申
し
込
み
期
限

　

７
月
29
日
（
金
）

日
時　

7
月
31
日
（
日
）

場
所　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
豊
中
）

内
容　

・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

午
前
9
時
〜

・
指
導
碁
（
要
予
約
）

　

①
午
前
11
時
〜　

定
員
5
人

　

②
午
後
1
時
〜　

定
員
15
人

※
予
約
受
付

　

は
、
7
月

　

5
日
か
ら

　

開
始
し
ま

　

す
。

会
期　

8
月
30
日
（
火
）
ま
で

　

※
月
曜
・
祝
日
、
7
月
29
日
は
休
館

会
場　

市
文
書
館
ロ
ビ
ー
・
展
示
閲
覧
室

内
容　

山
本
、
詫
間
、
財
田
の
閉
校
し

た
小
学
校
で
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資

料
を
中
心
に
、
三
豊
地
域
に
と
っ
て
大

正
時
代
と
は
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た

の
か
を
考
え
ま
す
。

　

主
な
展
示
品
と
し
て
、

大
正
11
年

陸
軍
特
別

大
演
習
や

大
正
天
皇

即
位
大
嘗

祭
の
関
係

写
真
な
ど
。

夏休み小学生水泳教室

日
時
・
場
所

対
象

定
員

申
し
込
み

参
加
費

会
期

内
容
場
所
日
時

会
場

内
容

ス
タ
ッ
フ
会

申
し
込
み
期
限

応
募
資
格

開
催
予
定
日

品
目
と
出
し
方

場
所

日
時

▲

問い合わせ　高瀬B&G海洋センター　☎73－4700
財田B&G海洋センター　☎67－3721

募集

▲

申し込み・問い合わせ　市文化協会　☎56－6251

▲

申し込み・問い合わせ　文書館　☎63－1010

成人式 企画・運営スタッフ募集募集

▲

問い合わせ　
　環境衛生課　☎73－3007

▲

問い合わせ　産業政策課　☎73－3013

紙類・布類の
持ち込み回収

東京行き高速バスが
三豊市役所バス停に停車します

お知らせ お知らせ お知らせお知らせ

▲昨年は15人の皆さんがスタッフとして活躍しました

長野川（財田町）
での苗洗い　▶

▲弁天山
　（詫間町）
　大演習関連

▶
滝
口
政
季
九
段

三豊市市制施行10周年記念事業

滝口政季九段（三豊市出身）
トークショー＆指導碁開催

三豊市文書館夏期企画展

三豊の大正時代
～小学校に残されていた資料から～

三
豊
市
役
所（
発
）　

午
後
7
時
57
分

　
　
　
　
　
　

⬅

池
尻
大
橋　
（
着
）　

午
前
6
時
43
分

バ
ス
タ
新
宿（
着
）　

午
前
7
時
11
分

東
京
駅　
　
（
着
）　

午
前
7
時
41
分

新
木
場
駅　
（
着
）　

午
前
8
時
11
分

東
京
駅　
　
（
発
）　

午
後
8
時
50
分

バ
ス
タ
新
宿（
発
）　

午
後
9
時
35
分

　
　
　
　
　
　

⬅

三
豊
市
役
所（
着
）　

午
前
8
時
15
分

帰り 行き

第11回 市長杯弓道大会結果
男子の部
優　勝　木田　隆雄（（株）レアスウィート）
準優勝　陶山　栄一（高瀬高校）
第３位　木下　裕章（富士鋼材）

女子の部
優　勝　泰田　朱里（坂出高校）
準優勝　陶山　瑞穂（ＪＡ香川県）
第３位　金丸穂乃花（観音寺第一高校）

第11回 市長杯ペタンクブール大会結果
一位の部　優　勝　勝間Ａ
　　　　準優勝　三野ゴールド
　　　　第３位　豊中Ａ

二位の部　優　勝　三野Ａ
　　　　準優勝　豊中Ｂ
　　　　第３位　仁尾南

三位の部　優　勝　大見Ａ
　　　　準優勝　三野仲良Ａ
　　　　第３位　比地二Ｂ

第11回 市長杯in高瀬ミニバスケットボール大会結果
男子の部
優　勝　大野原ミニバスケットボールクラブイーグルス
準優勝　高瀬ミニバスケットボールスポーツ少年団
第３位　国分寺ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団

女子の部
優　勝　綾歌ミニバスケットボールクラブ
準優勝　豊中ミニバスケットボールクラブ
第３位　善通寺ミニバスケットボールクラブ

水への感謝を新たに
　今年の配水の安全と豊潤を祈願し、水口祭が行わ
れました。式典では、財田鍬踊り、財田町長野獅子、
大野原 王太鼓が奉納されました。また、来場者に
は丸亀市綾歌町の碧空会による手打ちうどんが振る
舞われました。

　歯と口の健康週間にあわせ、歯と口の健康フェスタが
開催され、たくさんの家族連れでにぎわいました。イベ
ントでは、三豊歯科医師会による虫歯予防のためのフッ
素塗布やPHテストなどが行われ、自分の歯の状態につ
いて歯科医師や歯科衛生士が丁寧に説明してくれました。

家族みんなで虫歯予防

6／1212　市民交流センター市民交流センター

6／1111　香川用水記念公園香川用水記念公園

りゅう



2016年7月19 広報 18広報 2016年7月

Information' s
くらしのおしらせみとよ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014　

▲

問い合わせ　　　　　　市民課　☎73－3005　　　　
善通寺年金事務所　☎0877－62－1662

７
月
は
「
所
得
状
況
届
」
を

提
出
す
る
月
で
す

　

国
民
年
金
（
短
期
年
金
）
を
受
給
し
て
い
る

人
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
所
得
状
況
届
」

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
要
な
人

　

20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
傷
病
な
ど
に
よ
る

障
が
い
基
礎
年
金
や
障
が
い
福
祉
年
金
か
ら
の

裁
定
替
え
に
よ
り
、
障
が
い
基
礎
年
金
を
受
給

中
の
人
（
年
金
コ
ー
ド
が
６
３
５
０
ま
た
は
２

６
５
０
の
人
）。

※
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
年
金

の
支
給
が
一
時
的
に
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
収
入
が
な
い
受
給
者
も
必
ず
所
得

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
住
所
を
変
更
し

た
受
給
者
は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
に
住
民

登
録
を
し
て
い
た
市
区
町
村
で
、
平
成
28
年

度
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成
27
年
分
所
得
）

の
交
付
を
受
け
、
所
得
状
況
届
と
一
緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

所
得
が
少
な
い
と
き
や
、
失
業
な
ど
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除
や
猶
予

を
受
け
る
こ
と
で
、
老
齢
・
障
が
い
・
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
の
免
除
な
ど
の
申
請
受
付
を
７

月
１
日
か
ら
開
始
し
、
平
成
29
年
６
月
ま
で
の

期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）
申
請

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
な
ど
の
事

由
が
あ
る
場
合
に
、
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶
者
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

申
請
の
手
続
き

　

年
金
手
帳
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な

ど
（
失
業
特
例
を
申
請
さ
れ
る
場
合
）、
認
印

を
持
っ
て
、
市
民
課
、
各
支
所
ま
た
は
年
金
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る

人
で
す
。

　

承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

申
請
の
手
続
き

　

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
（
有
効
期
限
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

（
原
本
）、
認
印
を
持
っ
て
、
市
民
課
、
各
支

所
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

追
納
制
度
に
つ
い
て

　

免
除
・
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
、
３
年
目
以
降
に
保
険
料
を

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過

期
間
に
応
じ
た
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
の
手
続
き

　

年
金
手
帳
、
認
印
を
持
っ
て
、
市
民
課
、
各

支
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）
申
請

納
付
猶
予
申
請

申
請
の
手
続
き

申
請
の
手
続
き

届
け
出
が
必
要
な
人

申
し
込
み
の
手
続
き

健康診査・がん検診が始まっています くらしくらし
国民年金のお知らせ

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

無
料
年
金
相
談

●
日
時　

7
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所　

三
豊
市
役
所
西
館

●
持
っ
て
い
く
も
の

　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
の
ほ
か
、
相
談

者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
。

代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
お
よ
び
代
理
人

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必

要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
高
松（
オ
フ
ィ
ス
）

　

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
6
0
2
0

【がん検診】
　医療機関検診または集団検診のどちらかで受診できます。集団検診を申し込んでいる人には、
子宮頸がん検診と乳がん検診は７月中旬、胃がん検診と大腸がん検診は８月末に、案内が届き
ます。結核・肺がん検診は 5月末に案内をお送りしています。申し込みがまだの人は、健康課
までお問い合わせください（結核・肺がん検診、胃がん検診は集団検診のみです）。

◆医療機関検診◆
乳がん・子宮頸がん・大腸がん・前立腺がん・肝炎ウイルス検診は、三豊市・観音寺市の指定
医療機関で受診できます。
◆集団検診◆

【特定保健指導】
　特定健康診査の結果により、メタボリックシンドロームとその予備群の人には特定保健指導
の案内を送ります。案内が届いた人は特定保健指導の申し込みをして、ぜひ生活習慣の改善に
取り組みましょう。

【健康診査】
　受診の際には、５月末に届いた「水色の封筒一式」と「健康保険証」を必ずご持参ください。
詳しくは、水色の封筒に同封の「ご案内」をご覧ください。
　封筒の中の質問票と問診票は、あらかじめご記入ください。

医療機関検診

集 団 検 診

10月31日（月）まで 医療機関にお問い合わせください 三豊市・観音寺市の実施医療機関

山本町保健センター

財田町公民館

7月 13日（水）
７月 14日（木）
７月 19日（火）
７月 20日（水）
７月 21日（木）

午前 9時～ 11時 30分
午後 1時 30分～ 3時

種　類 月　　日 時　　間 場　　所

場　　所

財田町公民館

山本町保健センター

三野町保健センター

高瀬町農村　　　
環境改善センター

月　　日

7月 22日（金）
7月 26日（火）
7月 27日（水）
7月 31日（日）
8月　1日（月）
8月　2日（火）
8月　3日（水）
8月　7日（日）
8月　8日（月）
8月　9日（火）
8月 10日（水）
8月 11日（木）

午後１時30分～３時
（午後２時検診開始）

午後 1時 30分～
検診終了まで

予約時間を
個人通知で
お知らせし
ます

受 付 時 間
子宮頸がん検診 乳がん検診 託児時間

＊平成28年度健康診査の集団検診は、7月21日（木）が最終日となります
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

〜
子
ど
も
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
〜

　

子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
の
交
流
サ
イ
ト
で
犯
罪
に
遭
っ

て
い
ま
す
。
警
察
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
１
年
間
に
出

会
い
系
サ
イ
ト
で
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
児
童
は
93
人
、

そ
の
う
ち
児
童
買
春
が
43
人
で
し
た
。
18
歳
未
満
の

書
き
込
み
禁
止
な
ど
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
規
制
の

効
果
も
あ
っ
て
被
害
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
他
方
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
で
犯
罪
被
害
者
に
な
っ
た
児

童
は
１
６
５
２
人
で
、
２
０
０
８
年
に
統
計
を
取
り

始
め
て
以
来
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
青
少
年

保
護
育
成
条
例
（
不
純
性
交
等
の
禁
止
）
違
反
６
９

９
人
、
児
童
ポ
ル
ノ
５
０
７
人
な
ど
。
被
害
児
童
の

年
齢
は
16
歳
が
最
多
で
４
５
１
人
（
27
％
）、
13
歳

以
下
も
２
２
６
人
（
14
％
）
で
し
た
（
人
数
は
被
害

届
の
あ
っ
た
人
数
）。
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
13
歳
未
満
利

用
禁
止
で
す
が
年
齢
は
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ず
、
偽
名
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
警
察
の
取
り
締
ま
り
や
学
校
で

の
周
知
も
強
め
て
い
ま
す
が
、
興
味
本
位
で
知
ら
な

い
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
な
い
よ
う
に
家
庭
で
も
子
ど
も

た
ち
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
児
童
の
95
％
は
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
利

用
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
「
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
」
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
（
出
典
「
平

成
二
七
年
度
に
お
け
る
出
会
い
系
サ
イ
ト
及
び
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
起
因
す
る
事
犯
の
現
状
と
対
策

に
つ
い
て
」
警
察
庁
）。

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

☎
73
・
３
０
０
８

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
に
向
け
て

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強

調
月
間
」
で
す

　

夏
休
み
は
、
不
良
行
為
で
補
導
さ
れ
る
少
年
の

数
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
解
放
感
か
ら
、
夜
遊

び
や
深
夜
徘
徊
な
ど
に
夢
中
に
な
る
と
、
思
わ
ぬ

危
険
な
誘
惑
が
忍
び
寄
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
は
め
を
外
し
、
誘
惑
に
負
け
て
、
飲
酒
、
喫

煙
、
万
引
き
、
薬
物
な
ど
に
手
を
染
め
て
か
ら
で

は
、
後
悔
し
て
も
遅
す
ぎ
ま
す
。

　

特
に
「
未
成
年
者
の
喫
煙
」
に
つ
い
て
は
、
今
、

低
年
齢
化
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
全

育
成
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
今
一
度
み
ん
な
で

「
喫
煙
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

な
ぜ
未
成
年
者
が
た
ば
こ
を

吸
っ
て
は
い
け
な
い
の
か

　

そ
れ
は
、「
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
」だ

け
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

興
味
本
位
で
喫
煙
を
開
始
し
た
多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

喫
煙
の
知
識
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
健
康

被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
す
。
一
度
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
に
陥
る
と
、
離
脱
（
禁
煙
）
は
、
非

常
に
困
難
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長
期
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
悪
影
響
が
身
体
に
現
れ
、
し
か
も
、

総
喫
煙
量
が
多
く
な
る
た
め
に
、
将
来
、
肺
が
ん

を
は
じ
め
、
た
ば
こ
関
連
の
疾
患
に
か
か
る
危
険

性
も
増
し
ま
す
。

　

ま
た
、
依
存
症
が
、
他
の
依
存
症
（
シ
ン
ナ
ー
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
な
ど
の
違
法
薬

物
）
の
引
き
金
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
も
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
結
果
を
引
き
起
こ
す
前
に
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
適
切
な
指
導
・
助
言
が
必
要
で
す
。
充

実
し
た
夏
休
み
を
過
ご
す
た
め
に
も
、
家
庭
で
は
、

子
ど
も
の
生
活
に
関
心
を
持
ち
、
親
子
で
十
分
話

し
合
う
機
会
を
つ
く
り
、「
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
」
を
徹
底
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

未
来
の
着
地
点
を
間
違
わ
な
い
た
め
に

　

未
来
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け
る
子
ど
も
た
ち
。

将
来
の
目
標
は
何
か
。
そ
し
て
、
い
か
に
取
り
組

む
か
。

　

未
来
の
着
地
点
を
間

違
わ
な
い
た
め
に
も
、

正
し
い
知
識
を
習
得
し

「
正
し
い
こ
と
を
守
り

抜
く
勇
気
」「
吸
わ
な

い
意
志
」
を
し
っ
か
り

と
持
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　

☎
73
・
３
１
３
６

じ
ん
け
ん
探
訪
49

センター

情報

蔦島海水浴場海開き
　　　7月2日土～8月31日水
　仁尾港から渡船に揺られて約７分の無
人島。
　美しいビーチで海水浴を楽しみませんか。
バーベキューやキャンプもできます。

期間

たかせ夏まつり2016
7月9日土
午後５時～午後９時３０分
高瀬駅前特別会場
路上パフォーマンス、
眉山子ども太鼓台運行＆お菓子まき他
※午後４時３０分～１０時まで
　一部交通規制あり

日時

場所
内容

紫雲出山アジサイの散歩道
　　　　7月上旬まで
　山頂園地には、２０００株のア
ジサイが咲き誇ります。紫雲出山
の緑のトンネルをアジサイの道案
内でゆっくり散策しませんか。
▶問い合わせ
市観光協会　☎56－5880

見ごろ

▶問い合わせ
まちづくり推進隊高瀬　☎72－6046
（たかせ夏まつり実行委員会）

海ほたる鑑賞会
7月23日土　午後８時～
粟島西浜海岸
５００円（帰りのチャーター船代）
※粟島にお越しの際は定期船をご利
　用ください。

日時

場所

内容

▶問い合わせ　三豊市観光コンシェルジュ　
　　　　　　　　　　　　☎24－9231

津嶋神社夏季大祭
8月4日木～5日金
午前６時～午後１０時
津嶋神社周辺
花火は４日の午後８時から

日時

場所
内容

▶問い合わせ　津嶋神社　　　☎72－5463
　三野町イベント推進協議会　☎73－6228

第28回　花火大会（比地大地区）
7月31日日　午後６時～
予備日　８月１日月　午後９時～
比地大小学校
午後６時～　子ども会の歌やスタンツ
午後８時～　詫間町吹奏楽団
午後８時３０分頃　打ち上げ花火　

日時

場所
内容

水辺の納涼祭
8月7日日
午前１０時～午後９時

香川用水記念公園
魚のすくい取り、打ち上げ花火、
鍬おどりなど郷土芸能の披露
※財田町総合運動公園、財田支所、
旧財田中小学校からの無料送迎バ
スをご利用ください。

日時

場所
内容

▶問い合わせ　花火実行委員会
　　　　　　　090－7146－5665（後藤方）

▶問い合わせ
　香川用水記念公園　☎67－3760

※期間中はJR津島ノ宮駅が臨時開設され
　ます。周辺道路は交通規制を行います。

第29回　仁尾竜まつり
8月6日土  午後２時～
仁尾庁舎周辺
稲藁で作った長さ３５m、
重さ３tの巨大竜に雨乞い
の願いを込めて『水あぶせ』
で大いに盛り上がります。

日時

場所
内容

▶問い合わせ　
　仁尾竜まつり実行委員会
　　　　　　　☎82－5208

たからだの里 旬の味フェア
7月16日土、17日日
午前９時～

たからだの里物産館
もも、すいかの試食販売ほか

日時

場所
内容
▶問い合わせ
　物産館　☎67－3883

▶問い合わせ　市観光協会　☎56－5880
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三観広域行政組合消防職員募集

■対平成４年４月２日～平成11年４月
１日に生まれた人（居住圏域の制
限および身体などの基準あり）

■数３人程度
■受８月１日（月）～17日（水）
試験日　９月18日（日）

■申■問消防本部総務課　☎23－3970
自衛官（特別職国家公務員）採用案内

　

　
■問自衛隊観音寺地域事務所
☎25－6122

刑務官採用試験
■対①刑務A、刑務A（武道）、刑務B、
刑務B（武道）
昭和62年4月2日～
平成11年4月1日生まれの人
②刑務A（社会人）、刑務B（社会人）
昭和51年４月２日～
昭和62年４月１日生まれの人

※①、②ともに、Aは男子、Bは女子
に限る。
■受インターネット　７月19日（火）～
７月28日（木）　※受信有効

郵送・持参　　７月19日（火）～
７月21日（木）　※通信日付有効

■申■問高松矯正管区職員課　
　☎087－822－4469

瀬戸内国際芸術祭粟島会場ボラン
ティアスタッフ「海ほたる隊」募集
　粟島で開催される、秋の瀬戸内国
際芸術祭をお手伝い頂けませんか？
■内作品展示場所の清掃や作品制作
のサポート、会場誘導やアート管
理など。

■申■問産業政策課　☎73－3013

精神保健相談日
【思春期相談】（要予約）
■時７月11日（月）午後２時～
【心の健康相談】（要予約）
■時 7月27日（水）午後１時45分～　
■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

住まいの耐震化の無料相談会

■時７月27日（水）　※要予約
午前10時～午後４時

■場危機管理センター
■対昭和56年５月以前に建てられた
住宅（借家を含む）にお住まいの人

■内耐震化についての相談のほか、

補助金手続きの説明や受付も行
います。

■申■問県住宅課　☎087－832－3584
「司法書士の日」記念無料相談会

■時８月７日（日）
午前10時～午後３時

■場丸亀市民会館
■内相続、名義変更などの登記相談
や金銭トラブルなどの法律相談、
成年後見制度などの相談。予約
不要。

■問香川県司法書士会　
☎087－821－5701

さぬき若者サポートステーション
の出張相談

■時７月４日（月）詫間福祉センター　
　　27日（水）豊中町農村環境
　　　　　　改善センター
午前10時～午後4時

■対15歳からおおむね39歳までの人
またはその家族

■内就職支援相談、キャリアカウンセ
リング

■問さぬき若者サポートステーション
☎0877－58－1080

詫間町民俗資料館・考古館
夏休み親子体験講座
「大根鉄砲を作って的あてをしよう」

■時７月16日（土）午前９時～11時
■場詫間町考古館
■対小学生まで（保護者同伴）
■数 20人
■料100円（保険料を含む）
「おかし作り」と「石臼体験」

■時７月16日（土）
午後１時30分～４時

■場詫間町考古館
■対中学生まで（小学生低学年以下は
保護者同伴）

■数 20人
■料 200円（保険料を含む）
「埋もれた石や土からのメッセージ」

■時７月24日（日）
午後1時30分～3時30分

■場詫間町考古館
■内出土品の説明・ミニ土器づくり
■対小学生以上
■数 15人
■料200円（保険料・材料代を含む）
「手打ちうどん教室」と「石臼体験」

■時７月30日（土）午前9時～午後1時
■場詫間町考古館
■数 20人
■対どなたでも（小学生低学年以下は
保護者同伴）

■料200円（保険料・材料代含む）
「民具写生会」

■時７月30日（土）午後２時30分～
■場詫間町考古館
■内民具の説明を聞き、気に入った民
具を写生

■対小学生まで（小学生以下保護者
同伴）

「古代人と星・星座」

■時７月15日（金）午後7時30分～9時

■場詫間町考古館
■内夏の大三角、春の大曲線の観察
■申■問詫間町民俗資料館・考古館
　☎83－6858

みとよ創業塾（要予約）

■時８月２日（火）、４日（木）、９日
（火）、16日（火）、18日（木）、23日
（火）、25日（木）
午後7時～９時。ただし、25日
（木）は午後６時～９時
■場市商工会本所（インパルみの）
■対三豊市で創業を考えている人、
創業後５年未満の人

■数 20人（要申し込み）
■申■問市商工会　☎72－3123
市総合体育館7月健康大学（要予約）

【正しいトレーニング方法を学ぼう】
■時７月16日（土）
午前10時30分～11時30分

■内最新のスポーツ科学に基づいた注
意点やポイントを紹介

■講四国学院大学教授　清水幸一先生
【健康相談と運動処方】
■時７月２日（土）、16日（土）、21日（木）
午前９時～10時30分
７月５日（火）午後5時30分～7時

■内各種トレーニング機器を使った効
果的な運動を専門のインストラク
ターがサポート

■料200円
■申■問市総合体育館　☎72－1500

女性のための運動講座
「美・ピラティス」（夜間）

■時８月10日～10月26日の毎水曜日
午後６時30分～７時30分

■場高瀬町農村環境改善センター

■講たくまシーマックス
インストラクター　矢野ゆかり先生

■対運動習慣をつけたいおおむね40
歳～64歳の女性で、12回継続参
加できる人（過去の参加者は除き
ます）

■数 30人（先着順）
■受７月11日（月）午前８時30分から
定員になり次第締め切ります。

■持ヨガマット、飲み物
■申■問健康課　☎73－3014
香川大学サテライトセミナー
「オリーブの健康機能と化粧品利用」
■時７月７日（木）
午後６時30分～８時

■場豊中町農村環境改善センター
■講農学部　岡﨑勝一郎　教授
■内オリーブオイルの持つ効果と、ヒ
ドロキシチロソールの美白効果に
ついて実験結果も紹介します。

■問香川大学　☎087－832－1359
香川大学公開セミナー
「基礎から学ぶマネー講座」
■時７月５日（火）、19日（火）
午前10時30分～正午

■場豊中町農村環境改善センター
■問香川大学生涯学習教育研究センター
☎087－832－1273

介護福祉士実務者養成研修
（通信制）

■時10月～平成29年３月
■受９月23日（金）まで
■料 21,000円～181,000円（取得資
格による）

■料教育訓練給付対象講座
■申■問四国学院大学専門学校
　　 0120－72－5192

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

講座・教室

JULY
月のお知らせ7

相談

瀬戸瀬戸瀬戸瀬戸瀬戸内内内
ティティティティテ アアアアス

自衛自衛衛自衛自衛自衛官官

刑務刑務刑務務刑務刑 官
■■■■①

観三観三観観三観三 広

■■■■

精神精神精神精神精神保保
【思

住住ま住ま住ま住ま住まいい

■

香香川香川香川香川香川大大大
「「「「基基基礎基礎基礎

香川香川香川香川香川香川大大大
「オ「オオ「オ「 リリリーリー

みとみとみとみとみ よ

市総市総市総総市総市総合合

女性女性女性女性女性性ののの
「「「「「美美美美・美・

介護介護介護介護介護介護福福

詫間詫間詫間詫間詫間町町町
夏休夏休夏休夏休夏休みみみ

さぬさぬさぬさぬさぬききき
の出の出の出の出出の 張張張

「「司「司司司法法法

募集

中村雅俊 CONCERT  TOUR 2016
"L-O-V-E" Acoustic Unit
■時  10月23日（日）
午後３時　開場
午後３時30分　開演

■料  【全席指定席】6,000円
7月9日（土）午前10時から
マリンウェーブで先行発売
開始！
7月12日（火）から一般発売
開始します。
※チケットは1人10枚まで
　購入できます。

■出■演  中村雅俊

応募締め切り
随時受付中

8月1日（月）
～9月8日（木）

自衛官候補生
一般曹候補生

区　分

海軍・航空自衛隊
航空学生
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笠田高校講習会
リフォーム講習会
■時８月27日（土）、28日（日）
午前９時～午後３時

■持リフォームしたい衣服、裁縫道具、
型紙、布など

■数 15人（先着順）
親子料理講習会
「地元の野菜でお菓子を作ろう」
■期８月27日（土）午前9時～午後3時
■数小学生とその保護者８組
■料１組につき材料費500円
■持エプロン、タオル
■受各講習会予約が必要
８月５日（金）午後4時45分まで

■申■問笠田高校　☎62－3345

第11回市長杯卓球大会（団体の部）

■時７月31日（日）午前９時開会
■場市総合体育館
■対市内に居住する人、または市内
の学校、企業、卓球クラブに所
属する人

■種■目公式の部、ラージの部
　※ラージの部は原則50歳以上

■料１チーム1,000円
■受７月21日（木）まで
■問市体育協会卓球部　嶋田　章
　090－7622－9000

企画展「讃岐国府跡を探る⑦」
■時７月９日（土）～31日（日）
午前 9時～午後 5時
月曜休館。18日（月・祝）は開館、
19日（火）休館

■場宗吉かわらの里展示館
■内讃岐国府の中心建物がどのような
ものだったか、出土遺物とパネル
で紹介します。

■料15～64歳は100円
■問宗吉かわらの里展示館　
☎56－2301

福祉フェスタ2016（視覚障がい）
■時８月７日（日）午前10時～午後3時
■場県社会福祉総合センター
■内福祉用具展示会、各種相談会など
■問県視覚障害者福祉センター
☎087－812－5563

献血を実施します
■時７月３日（日）午前９時～午後３時
（正午～午後１時を除く）
■場本山寺（豊中町）
■主本山親和会
全国海難防止強調運動
７月16日（土）～31日（日）
　海へ出かける際は、発航前点検の
実施、見張りの徹底、最新の天気
の確認をし、無理のない計画を立て、
マリンレジャーを楽しみましょう。
●ライフジャケットの常時着用
●携帯電話などの連絡手段の確保
●救助要請は、１１８番
★帰港予定時刻を家族へ連絡
　万が一、事故が発生したときは、
海上保安庁「１１８番」に連絡し
てください。
■問坂出海上保安署
☎0877－46－5999

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

日　程 場　　所時　間

高瀬町公民館（さくらの会）

13:30～15:00 詫間福祉センター（みつより会）

 7日（木）
14日（木）
21日（木）
8月4日（木）
7月26日（火）

福祉課　☎73－3015こころの相談

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30

日　程 場　　所時　間
山本町保健センター
高瀬町農村環境改善センター　
詫間福祉センター　　

1日（金）
25日（月）
8月5日（金）

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先月のお知らせ77月の保健・相談

　５月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数35件（７）死者数０人（－１）負傷者数43人（９）

健康相談 健康課　☎73－3014
高血圧・糖尿病など生活習慣病の予防、禁煙などの相談

相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ
10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
10:00～12:00
13:00～15:00
13:00～16:00
10:00～15:00

市民センター仁尾（仁尾庁舎）
高瀬町農村環境改善センター
三野町社会福祉センター
財田庁舎
山本庁舎
詫間福祉センター
豊中庁舎
高瀬町農村環境改善センター
豊中庁舎
詫間福祉センター
市民センター仁尾（仁尾庁舎）
三野町社会福祉センター

4日（月）

6日（水）

11日（月）

12日（火）
13日（水）
4日（月）

13日（水）

20日（水）

10：00～15：00

行政相談

人権相談

総務課　☎73－3000
または各支所

人権課　☎73－3008
または各支所

10：00～11：30 ふれあいプラザにお

高瀬町農村環境改善センター
※対象地域は高瀬町、山本町、財田町

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者
※毎月第3火曜日　農業制度資金相談会開催中

高瀬町農村環境改善センター
※登録商標や企業・技術紹介の相談

13：30～16：00

13：00～16：00
（要予約）

9：00～17：00
（要予約）

職業相談

農事相談

就農相談

産業政策課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

☎82－2607

担い手育成総合支援
協議会事務局
☎62－3075

19日（火）

7日（木）

6日（水）
20日（水）

19日（火）

～

29日（金）

笠笠田笠田笠田笠田田高高高
リフリフリフォ

第第1第1第1第 11

■

企画企画企画画企画企画展
■

福祉福祉福祉祉福祉福 フ
■

全国全国全国国全国全 海
月

献血献血献血血献血献 を
■■■■

その他

「
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　

気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」

少
年
相
談（
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー

）　☎
73　·

3
1
3
7

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医 ※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

日　程 医療機関名 電話番号市町名
永野内科医院
河田病院
　豊永歯科クリニック
多田医院
今滝医院
　はまだ歯科・矯正クリニック
みやしたファミリークリニック
もりの木おおにしクリニック
　ウキタ歯科医院
しのはら医院
香川井下病院
藤川医院
松井病院
　みやざき歯科医院
池田外科医院
冨士クリニック
　森歯科医院

高瀬町
観音寺市
観音寺市
詫間町
観音寺市
豊中町
高瀬町
観音寺市
観音寺市
山本町
観音寺市
高瀬町
観音寺市
詫間町
豊中町
観音寺市
観音寺市

74－6018
25－3668
25－9664
83－2121
27－6218
62－3500
73－4976
25－3291
23－3123
56－7222
52－2215
74－7977
23－2111
83－7222
62－3151
25－3692
25－2077

3日（日）

10日（日）

17日（日）

18日（月）

24日（日）

31日（日）

10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～14：30
10：00～11：00

日　程 場　　所時　間
市民交流センター（豊中町）
高瀬町農村環境改善センター
山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三野町保健センター
仁尾町文化会館
マリンウェーブ
荘内自然休養村センター
二ノ宮地区農業構造改善センター

4日（月）

7日（木）

15日（金）

20日（水）

26日（火）

地域包括支援センター　☎73－3017

みとよ元気運動塾（旧遊ビリテーション）
誰でも参加できる転倒予防の
ための運動教室

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。
☆全期前納の人で口座振替ができなかった場合は、期別振替に
　変更となりますのでご了承ください。
☆納期限内に納めましょう。

8月1日（月）口座振替日および納期限

■督促手数料■
地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は、｢納期限後20日以内に督
促状を発しなければならない」ことになっています。市では、このことを受けて督
促状を発送し、条例により督促手数料を徴収することと定めています。

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談
日　程 時　間 場　　所

市民センター仁尾（仁尾庁舎）
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10:00～11:00

4日（月）
8日（金）
12日（火）
14日（木）
20日（水）
21日（木）
27日（水）

日　程 時　間 場　　所
詫間福祉センター
三野町保健センター
市民センター仁尾（仁尾庁舎）
三豊市役所

9：30～11：00

7日（木）
11日（月）
19日（火）
27日（水）

日　程 時　間 場　　所
高瀬町農村環境改善センター
マリンウェーブ
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター（豊中町）
山本町保健センター
仁尾町文化会館
三野町保健センター

13：30～15：00

12日（火）
13日（水）
15日（金）
19日（火）
22日（金）
26日（火）
28日（木）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症予防と病気への理解を深めるための教室

イベント

よろず三豊
サテライト

■時８月３日（水）
午前７時20分～午後８時40分
マリンウェーブに集合

■内平和記念資料館の見学、お好み
焼き作り体験、宮島・厳島神社
見学など

■料一般　8,000円
会員・外国人住民　7,000円 
中高生　6,000円

■数 45人（要予約）
■受７月29日（金）まで

■時８月４日（木）
午前11時～午後２時

■場マリンウェーブ
■料一般　1,500円
会員・外国人住民　1,000円

■数 30人（要予約）
■受７月29日（金）まで
■持エプロン

　姉妹都市、米国
ウィスコンシン州
ワウパカ市の中高
生と一緒に「広島
見学ツアー」に参加しませんか。

　外国人の皆さんと
一緒に讃岐うどんを
作ってみませんか？

平和学習・広島見学ツアー

英語でうどん作り教室

▲

申し込み・問い合わせ
三豊市国際交流協会　☎56－5121

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただき
ました。厚くお礼申し上げます。（敬称略・順不同）

社会福祉協議会へ

三豊市へ

曽保小学校・曽保幼稚園へ

仁尾中学校へ

辻　　安司
齋藤　恵子
氏家　秀子

山本町
山本町
三野町

綾　　洋介
大前　雅昭

三野町
財田町

荒木　明美　高瀬町

大平　卓矢　仁尾町

仁尾油絵同好会

高瀬町カラオケ同好会
詫間中学校生徒会

（５月受付分）心温まる贈りもの税務課からのお知らせ

の納付月です。

（全期前納および第１期分）
（全期前納および第１期分）
（全期前納および第１期分）
（第2期分）

国民健康保険税(普通徴収）
介 護 保 険 料（普通徴収）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）
固 　 定 　 資 　 産 　 税

7月は、

※　　　　　は、健診結果相談会を兼ねています



ここ み笑 通信え子育てするなら三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ
★7月のお知らせ★

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

子育て情報満載!!

5 月生まれの
赤ちゃん

37人

はじ
めまして

（男の子19人
女の子18人）

対象 日程 受付時間 場所

４カ月児健診
（平成28年3月生まれ）

12日（火）

13：30
～

13：50

三野町
保健センター

26日（火）

1歳6カ月児健診
（平成26年12月生まれ）

20日（水）
27日（木）

3歳児健診
（平成24年12月生まれ）

14日（木）
21日（木）

乳幼児健診

◎乳幼児健診・相談は子どもの成長や発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

対象 日程 受付時間
（開始時間） 場所

平成27年9月生まれ
12日（火） 13：00～

13：10
（13：15）

三野町
保健センター26日（火）

10カ月児相談

対象 日程・時間 場所

16週以降の妊婦
（希望者は4～14日までに 
お申し込みください）

15日（金）
9：30～11：00

三野町
保健センター

プレママひろば

対象 日程・時間 場所

18歳未満の子ども
とその保護者

（希望者は25日までに
電話でお申し込みくだ
さい）

 26日（火）
13：30～16：00

市役所
3階

◎県の専門員が相談に応じます。保護者のみの相談も可能です。

児童相談

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

対象 日程・時間 場所

16週以降の妊婦と家族
（希望者は11～22日までに 
 電話でお申し込みください）

 24日（日）
9：30～11：45

三野町
保健センター

パパママ教室

ふぉとぎゃらりぃ 7月
生まれ

市内在住で、満1歳の誕生日
を迎える愛どるを募集して
います。9月生まれで掲載を
希望する人は7月11日（月）
～29日（金）の期間に市ホー
ムページから申請書をダウ
ンロードし、必要事項を記載
の上、写真（データ可）を添え
て 、秘書課まで持参してくだ
さい。▲

申し込み・問い合わせ
秘書課　☎73−3001

愛どる募集

※このコーナーの個人情報を営業
目的等に利用することを禁じます。

9月生まれの

❶
❷
❸
❹

高
たかお

尾　宙
そら

良ちゃん
2015年7月15日
大暉・瀬里菜（詫間町）
祝１歳♪笑顔の可
愛い宙良ちゃん♡
その笑顔は我が家
の宝物だよ♡

❶
❷
❸
❹

関
せき

　陽
ひまり

葵ちゃん
2015年7月16日
翔平・由莉（財田町）
泣 き 虫 で 甘 え ん 坊
の 陽 葵 ち ゃ ん ♡ こ
れ か ら も 伸 び 伸 び
と育ってネ!!

❶
❷
❸
❹

三
みよし

好　貴
たかひろ

弘ちゃん
2015年7月2日
城二・直美（三野町）
１ 歳 お め で と う！
お 姉 ち ゃ ん と 仲 良
く、すくすく育って
ね。

❶
❷
❸
❹

原
はら

　向
ひまわり

日葵ちゃん
2015年7月17日
章人・由季子（山本町）
１才おめでとう。こ
れからも笑顔いっぱ
い元気に育ってね。

❶
❷
❸
❹

吉
よしかわ

川　航
わたる

ちゃん
2015年7月4日
雄介・郁子（財田町）

「わくわく楽しく生
きる」のわたる。お
誕生日おめでとう！

❶おなまえ　❷生年月日
❸両親の名前（町名）　❹メッセージ

ウィズの会
〈発達障がい児（者）の保護者のつどい〉

7 月 1 4 日 ( 木 ) 午前 1 0 時～ 正午

県西讃保健福祉事務所

勉強会、情報交換など

発達面で気になる子どもを持つ保護者
など
アルプスかがわ 大野香織先生

※ 参加希望者は、事前に申し込みが必要です
▲ 申し込み・問い合わせ

県西讃保健福祉事務所 ☎ 2 5 − 2 0 5 2

日時

場所

内容

対象

講師

鴨之越でマテ貝を獲ろう 編
大浜幼稚園 ＆ 曽保幼稚園

おもしろ園外保育を

紹介します

6月14日（火）、大浜幼稚園と曽保幼稚園の園児11名は、園外保育で
詫間町にある鴨之越（かものこし）へマテ貝獲りに行ってきました。

乗車時間たった３分♪

ス
タ
ー
ト
！

鴨之越バス停から
海まで徒歩5分

あっ、マテ貝が
飛び出てきた♪

着いたー！さあ獲る
ぞ！

バス停まで競争だ！！

いっぱい獲れたよ。お土産に持って帰ろう

穴を見つけて
塩をふりかけよう

もう一つの
楽しみは

愛情たっぷ
りのお弁当

♪

幼稚園児は
無料だよ♪

大浜幼稚園で曽保の友達と合流。大浜小
学校バス停からコミュニティバスに乗車

いただき

まーす♡
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発
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編
集

後
記

「
写
真
の
左
側
に
自
転
車
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
る
で
し
ょ
。
祇
園

館
は
自
転
車
置
き
場
が
少
な
か
っ
た

か
ら
、
近
所
の
商
店
や
民
家
の
人
も
、

有
料
で
自
転
車
を
預
か
っ
て
い
た
ん

で
す
よ
」
と
写
真
を
眺
め
な
が
ら
当

時
を
振
り
返
る
の
は
、
ギ
オ
ン
通
り

に
住
む
小
野
健た

け
し

さ
ん
（
70
）。

「
あ
の
頃
、
う
ち
で
も
自
転
車
を

預
か
っ
て
い
ま
し
た
。
確
か
、
１

台
、
あ
め
玉
１
個
く
ら
い
の
金
額
だ

っ
た
か
な
ぁ
。
小
学
生
だ
っ
た
私
は
、

学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
手
伝
っ
て
、

小
遣
い
稼
ぎ
を
し
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
」。

当
時
は
ま
だ
テ
レ
ビ
が
一
般
家
庭

に
普
及
し
て
お
ら
ず
、
娯
楽
と
い
え

ば
、
映
画
や
お
祭
り
が
メ
イ
ン
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

「
学
生
や
大
人
、
家
族
連
れ
。
い

ろ
ん
な
年
代
の
人
が
映
画
を
見
に

来
て
い
ま
し
た
。『
新
吾
十
番
勝
負
』

や
清
水
次
郎
長
シ
リ
ー
ズ
な
ん
か
の

時
代
劇
が
人
気
で
し
た
よ
。
あ
と
は
、

額
に
三
日
月
傷
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

の
、
早
乙
女
主も

ん
ど
の
す
け

水
之
介
が
悪
人
を
倒

す
『
旗
本
退
屈
男
』
も
、
連
日
立
ち

見
が
出
る
ほ
ど
超
満
員
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
上
映
が
終
わ
っ
た
ら
、
お

客
さ
ん
が
一
気
に
出
て
く
る
の
で
、

自
転
車
を
出
す
の
に
大
わ
ら
わ
で

ね
」。映画

が
全
盛
期
だ
っ
た
時
代
、
地

域
の
人
々
に
と
っ
て
、
祇
園
館
は
ま

さ
に
文
化
の
拠
点
で
し
た
。

「
毎
日
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
、

と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
迷
惑
が
か
か
る
か
ら
と
、
祇
園

館
か
ら
近
所
の
人
に
は
、
映
画
を
タ

ダ
で
見
ら
れ
る
木
札
が
渡
さ
れ
て
ね
。

学
校
か
ら
早
く
帰
れ
た
日
に
は
、
木

札
を
持
っ
て
祇
園
館
に
よ
く
行
っ
た

も
の
で
す
。
お
気
に
入
り
の
席
に
座

っ
て
、
映
画
を
見
る
の
が
楽
し
み
で

し
た
。
で
も
、
と
き
ど
き
、
宿
題
を

せ
ず
に
見
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
家

族
が
呼
び
出
し
に
来
る
こ
と
も
あ
っ

た
な
あ
（
笑
）」
と
、
に
こ
や
か
に

思
い
出
を
語
る
小
野
さ
ん
。
話
と
と

も
に
当
時
の
活
気
あ
る
祇
園
館
の
様

子
が
よ
み
が
え
る
よ
う
で
し
た
。

「
想
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
」

このコーナーは、文書館に保存している古い写真を皆さんに紹介します。

松竹座とともに、高瀬町にあった映画館。ギオン通りの祇園神社の向か
いにあったので、祇園館という。昭和43（1968）年、祇園館跡地に観音寺
信用金庫高瀬支店が新築されているので、この頃までには閉館していた。
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合
併
当
時
、
中
学
2
年
生
だ
っ

た
私
は
、
市
役
所
に
入
庁
し
、

3
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
一
度
し
か

な
い
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
に
、

秘
書
課
の
一
員
と
し
て
参
加
で
き
た

こ
と
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た

10
年
。
今
の
中
学
生
か
ら
見
て
魅
力

的
な
地
元
の
一
面
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

※
文
書
館
で
は
、
ま
ち
の
風
景
や
催
事
な
ど
の
古
い
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
原
本
は
お
返
し

し
ま
す
の
で
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。【
文
書
館　

☎
63
・
1
0
1
0
】 祇園館

昭和35(1960 )年頃
高瀬町

懐かしの1枚
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